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第 339 回 企業会計基準委員会議事概要 

 

I. 日 時  平成 28 年 6月 29 日（水） 13 時 30 分～16 時 45 分 

II. 場 所  財務会計基準機構 会議室 

III. 議 題 

（審議事項） 

(1) 中期運営方針の検討 

(2) 2016 年 7 月開催会計基準アドバイザリー・フォーラム（ASAF）への対応 

(3) 収益認識に関する包括的な会計基準の検討 

(4) IFRS のエンドースメントに関する作業部会における検討状況 

 

IV. 議事概要 

（審議事項） 

(1) 中期運営方針の検討 

小賀坂副委員長及び前田ディレクターより、中期運営方針の文案について前回からの変更点

を中心に説明がなされ、審議が行われた。 

(2) 2016 年 7 月開催会計基準アドバイザリー・フォーラム（ASAF）への対応 

小賀坂副委員長及び川西常勤委員より、2016 年 7 月開催会計基準アドバイザリー・フォーラ

ム（ASAF）会議における議題のうち、概念フレームワーク（負債、認識）への対応案について

説明がなされ、第 43 回 ASAF 対応専門委員会（平成 28年 6月 27 日）における検討状況も踏ま

え、審議が行われた。 

また、2016 年 6 月に開催された IASB ボード会議における概念フレームワーク（財務業績に

関する情報）、並びに同月に開催された IASB 及び FASB 共同ボード会議におけるのれん及び減

損の議論について説明がなされ、審議が行われた。 

(3) 収益認識に関する包括的な会計基準の検討 

小賀坂副委員長及び川西ディレクターより、平成 28 年 2 月 4 日に公表した「収益認識に関

する包括的な会計基準の開発についての意見の募集」に寄せられたコメントの概要及び今後の

検討の進め方について説明がなされ、第 66 回収益認識専門委員会（平成 28 年 6月 23 日開催）

における検討状況を踏まえ、審議が行われた。 

(4)  IFRS のエンドースメントに関する作業部会における検討状況 

小賀坂副委員長及び板橋ディレクターより、平成 28年 3月 17 日に公表した修正国際基準公

開草案第 2 号「「修正国際基準（国際会計基準と企業会計基準委員会による修正会計基準によ

って構成される会計基準）」の改正案」に寄せられたコメントへの対応について説明がなされ、

第 27 回 IFRS のエンドースメントに関する作業部会（平成 28 年 6月 20 日開催）における検討

状況を踏まえ、審議が行われた。なお、次回以降の委員会において、修正国際基準の公表承認

に関する審議を行う旨が説明された。 

 

以 上 


